
協議事項２

西部地区への病弱特別支援学校高等部設置について

特 別 支 援 教 育 課

西部地区における病弱児の教育環境の充実を図るため、病弱高等部を設置する。

１ 設置の内容

○設置場所

県立皆生養護学校

○設置年度

平成２６年４月１日（１学年から年次的に受入）

○学級定員

肢体不自由の生徒と併せて１学級８人（鳥取養護学校と同様）

○学 級 数

当面１学年１～２学級を想定（１学年５～１２人程度）

○必要施設

当面必要となる３教室の教室棟を、平成２７年４月を目途に整備

（平成２６年度は１学年のみであり、既存の教室を融通して対応）

○医療連携

新たに必要となる精神科の学校医を配置（関係機関から内諾済）

２ 今後のスケジュール

９月

・病弱高等部設置に係る生徒・保護者対象説明会

・皆生養護学校保護者説明会

１０月

・学校管理規則一部改正

H26.１月

・生徒募集に係る学校説明会

２月

・出願（２１日～２５日）

３月

・入学者募集に係る諸検査（６日）

・入学候補者発表（１４日）



平成２５年度一般会計補正予算説明資料

10款 教育費

05項 特殊学校費 特別支援教育課（内線：７５７４）

（ ）２目 特別支援学校費 単位：千円

財 源 内 訳
事 業 名 補 正 前 補 正 計 備考

国庫支出金 起 債 その他 一般財源

（新）西部病弱高等

部整備事業費 知事査定中0 15,778 15,778 15,778

自立と社会参加の促進を目指した教育環境の整備工 程 表 の 政 策 目 標 （ 指 標 ）

事業内容の説明

１ 事業の概要

平成２６年４月に皆生養護学校に病弱高西部地区における病弱児の教育環境を充実するため、

等部を設置するために必要な教室棟増築に係る設計及び現校舎の改修等を行う。

高等部の設置内容＞＜

○設置場所：県立皆生養護学校

○設置年度：平成２６年４月１日（１学年から年次的に受入）

○学級定員：肢体不自由の生徒と併せて１学級８人（鳥取養護学校と同様）

○学 級 数：当面１学年１～２学級を想定（１学年５～１２人程度）

○必要施設：当面必要となる３教室の教室棟を、平成２７年４月を目途に整備

（平成２６年度は１学年のみであり、既存の教室を融通して対応）

○医療連携：新たに必要となる精神科の学校医を配置（関係機関と調整中）

２ 主な事業内容

（単位：千円）＜事業費 平成２５年度から平成２６年度の継続事業＞

区 分 平成２５年度 平成２６年度 計

実施設計委託費 １，５１２ ３，５２６ ５，０３８

地質調査委託費 ５，２０８ ５，２０８

トイレ改修工事（１期） ４，７７４ ４，７７４

工損事前調査委託費 ４，２８４ ４，２８４

計 １５，７７８ ３，５２６ １９，３０４

【参考：全体スケジュール】

※本体工事費については、実施設計等の結果変更となる場合あり

３ これまでの取組状況、改善点

（１ 「西部地区における病弱特別支援学校高等部の設置等に係る検討会 （座長：三木鳥取大学准教） 」

授）で検討（平成２４年１０月から３月まで５回開催）を行い 「西部地区病弱特別支援学校高等、

部を速やかに設置すべき」と最終報告がなされた。

（２）西部地区の病弱児童生徒は、現在米子市立米子養護学校に１８名、町村に５名在籍している。こ

れまでは中学部等卒業後、ほとんどの生徒が高等学校等へ進学しているが、心身症等の生徒が高等

学校に通うことの難しさ等から高等部の設置が望まれていた。
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計 125,603

本体工事

トイレ改修（２期）

項目

地質調査
実施設計

工事監理
家屋事前調査
家屋事後調査
トイレ改修（１期）

平成26年度
1110

平成27年度
2 5

平成25年度

83,789

13,383

金額（千円）

5,208
5,038

3,016
4,284
6,111
4,774

※


